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Preparation, Thermal Stability and Photocatalytic Activity of Fluorinated 

Organic/Silica/Anatase Titanium Oxide Nanocomposites （含フッ素有機/シリ

カ/アナターゼ酸化チタンナノコンポジット類の調製、熱安定性および光触

媒活性） 

審査結果の概要（2,000字以内） 

	
 当該学位論文は、(1)1000 ℃焼成後においても光触媒活性を示すフルオロアルキル基含有ビニルト

リメトキシシランオリゴマー/アナターゼ酸化チタンナノコンポジット、 (2) 低分子芳香族化合物がカ

プセル化されたフルオロアルキル基含有ビニルトリメトキシシランオリゴマー/アナターゼ酸化チタ

ンナノコンポジットの調製と光触媒活性、 (3) 1000 ℃焼成後においても光触媒活性を示すフッ化ビニ

リデン含有コポリマ—/アナターゼ酸化チタン/シリカナノコンポジットおよび(4)含フッ素脂肪族アル

コール/シリカナノコンポジットの調製と性質 – これらコンポジットコア内へのアナターゼ酸化チタ

ンナノ粒子のカプセル化への応用についてそれぞれ記載されている。特に、当該論文（1）において、

通常の光触媒活性を示すアナターゼ型酸化チタンは 1000 ℃焼成後において熱的に安定な光触媒活性

を示さないルチル型へその結晶構造を完全に転位させるのに対して、本研究により新規に調製された

ナノコンポジット中におけるアナターゼ型酸化チタンは 1000℃焼成後においてもアナターゼ型結晶

構造を完全に保持する結果が初めて得られた。さらにその触媒活性も、オリジナルなアナターゼ型酸

化チタンより高まる結果をも見いだしている。当該論文（2）においては低分子芳香族化合物を(1)に

示したナノコンポジットコア内へカプセル化させることにより、光触媒活性が 1000 ℃焼成後におい

てもより高められる結果が示されている。当該論文(3)においては有機フッ素化合物/アナターゼ酸化チ

タンナノコンポジットにおいて、シリカソースを新たに導入させることによりナノコンポジット中に

おけるアナターゼ型酸化チタンは 1000 ℃焼成後においてもルチル型へ転移することなくアナターゼ

型結晶構造を完全に保持する結果が述べられており、アナターゼ型結晶構造を保持させるためにはシ

リカソースの導入が必要であることを明らかにさせている。当該論文(4)においては有機フッ素化合物

として、含フッ素有機高分子化合物以外に汎用の低分子フッ素化合物（含フッ素脂肪族アルコール） 

 



もアナターゼ酸化チタンナノコンポジットの調製に有用であることを見いだしており、本研究の応用

性の高さを示している。 

	
 従来、熱的に不安定な光触媒活性を示すアナターゼ型酸化チタンは 1000 ℃焼成後において熱的に

より安定で光触媒活性を示さないルチル型へ完全に転移することが知られている。しかしながら、本

研究ではアナターゼ型酸化チタンへ有機フッ素セグメントさらにはシリカセグメントをそれぞれ新

たに導入させたナノコンポジット類を調製させることにより、1000℃焼成後においても高い光触媒活

性を示すアナターゼ型酸化チタンナノコンポジット類を創出できた点はオリジナリティーの高い研

究成果といえる。 

	
 これら一連の研究成果はそれぞれ高く評価できるものであり、当該学生の予備審査、本審査さらに

は公聴会における本研究成果に関するプレゼンテーション内容および口頭試問の結果は学位論文審

査試験に合格するものと判断された。 
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